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た
前
例
は
な
く

市
教
委

は

こ
れ
ま
で
に
同
家
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
美
術
工
芸

品
類
と
同
じ
く

田
淵
記

念
館
で
永
く
保
存
公
開
し

て
い
き
た
い

と
し
て
い

る

写
真
上
は
田
淵
家

で
見
つ
か

た
駕
籠

同

下
は
美
麗
を
凝
ら
し
た
内

装

第 号　　平成 年 月 日

解
体
修
理
の
納
屋
か
ら
発
見

田
淵
家
所
蔵
の
古
駕

田
淵
家
所
蔵
の
古
駕
籠籠

美
麗
凝
ら
し
た
内
装
仕
上
げ

稀
少
植
物
の
ハ
マ
ウ
ツ
ボ

自
然
の
豊
か
さ
を
象
徴

あ
す
高
雄
で
観
察
会
開
催

第　

回
赤
穂
美
術
協
会
展

会
員
の
力
作
を
一
堂
に

　

日
ま
で
市
文
化
会
館
で

　

国
名
勝
に
指
定
さ
れ
て

い
る
御
崎
の
田
淵
家
庭
園

の
納
屋
か
ら

江
戸
後
期

か
ら
明
治
初
期
の
も
の
と

み
ら
れ
る
古
い 
駕  
籠 

挺

か 

ご

が
見
つ
か

た
駕
籠
は

当
時
武
士
ま
た
は
裕
福

な
町
民
し
か
所
有
で
き

ず

現
代
で
い
え
ば
運
転

手
付
き
の
高
級
乗
用
車

塩
田
地
主
と
し
て
栄
え
た

同
家
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
う

か
が
わ
せ
る
遺
物
と
し
て

注
目
さ
れ
る

　

発
見
さ
れ
た
駕
籠
は
高

さ

幅　

で

長
さ

・

四

方
に
板
や
網
代
を
張
り

乗
降
口
が
垂
れ
で
は
な
く

引
き
戸
の
型
式
は

あ
ん

だ

江
戸
で
は

あ
ん
ぽ

つ

と
呼
ば
れ

町
人
用

で
は

法
仙
寺
駕
籠

に

次
い
で
格
式
が
高
い

　

製
作
・
使
用
年
代
は
不

明
だ
が

江
戸
幕
府
は
質

素
な
 
四  
手 
駕
籠

以
外

よ
つ 
で

の
使
用
を
町
人
に
許
し
て

い
な
か

た
た
め

制
限

が
有
名
無
実
化
し
た
幕
末

期
以
降
の
製
作
と
推
定
さ

れ
る

　

内
部
の
ひ
じ
掛
け
と
背

も
た
れ
は
当
時
で
は
珍
し

い
ビ
ロ

ド
布
を
使
用

前
左
右
の
三
方
に
あ
る
二

重
仕
掛
け
の
小
窓
内
側
は

色
鮮
や
か
な
花
鳥
図
が
彩

り

前
方
に
は
折
り
た
た

み
小
机

戸
に
庭
園
の
絵

を
描
い
た
天
袋
を
し
つ
ら

え
た
美
麗
を
凝
ら
し
た
造

り
に
な

て
い
る

　

駕
籠
は
今
年

月

納

屋
の
解
体
修
理
に
伴
う
所

蔵
品
整
理
で
存
在
が
判
明

し
た

　

天
井
の
梁
に
吊
り
下
げ

ら
れ
て
い
た
木
箱
を
開
け

る
と

同
家
の
家
紋

角

に
梅
鉢

を
染
め
抜
い
た

紺
麻
で
覆

た
駕
籠
が
現

れ

雨
天
時
に
使
う
合
羽

簾
な
ど
を
納
め
た
墨
書
木

箱
も
発
見

担
ぐ
た
め
の

 
長  
柄 
は
見
つ
か
ら
な
か

な
が 
え

た
　

専
門
家
に
よ
る
と

駕

籠
に
華
や
か
な
装
飾
が
施

さ
れ
て
い
る
の
は
女
性
用

と
の
見
方
が
あ
る
が

同
家
で
は
梅
鉢
紋
は
男
性

の
持
ち
物
に
し
か
入
れ
な

い
習
わ
し
で

当
主
が
外

出
す
る
際
に
利
用
し
た
可

能
性
も
あ
る

　

納
屋
に
木
箱
が
あ
る

の
は
知

て
い
た
が

中

身
は
父
か
ら
も
聞
い
た
こ

と
が
な
か

た

と
同
家

　

代
当
主
の
田
淵
新
太
良

さ
ん　

　

直
射
日
光
を
浴
び
ず
に

適
度
な
通
気
性
が
あ

た

こ
と
が
幸
い
し

内
装
に

加
え
て
飾
り
金
具
を
施
し

た
黒
漆
塗
り
の
屋
根
も
良

好
な
保
存
状
態

田
淵
さ

ん
は

先
祖
が
残
し
て
く

れ
た
も
の
な
の
で
大
切
に

し
た
い

と
市
に
寄
贈
す

る
意
向
だ

　

赤
穂
市
内
で
同
様
の
駕

籠
が
現
存
し
て
見
つ
か

　

地
域
に
生
息
す
る
稀
少

植
物
の
存
在
を
知
ら
せ
よ

う
と

高
雄
の
千
種
川
河

川
敷
で

ハ
マ
ウ
ツ
ボ
観

察
会

が

月　

日
日

行
わ
れ
る

雨
天
決
行

　

ハ
マ
ウ
ツ
ボ
は
カ
ワ
ラ

ヨ
モ
ギ
の
根
に
寄
生
す
る

一
年
草

兵
庫
県
レ

ド

デ

タ
ブ

ク
で
Ａ
ラ
ン

ク
に
指
定
さ
れ
て
い
る
絶

滅
危
惧
種
で

月
ご
ろ

に
淡
い
紫
色
の
花
を
咲
か

せ
る

　

貴
重
な
自
然
を
守
ろ

う
と
住
民
有
志
ら
が
高

雄
地
区
水
辺
づ
く
り
協
議

会

澗
口
輝
幸
会
長

を

発
足
し

平
成　

年
に
保

全
活
動
を
ス
タ

ト

間

伐
し
た
丸
太
で
自
生
地
を

囲
み

遊
歩
道
や
駐
車
場

な
ど
を

年
が
か
り
で
整

備
し
た

　

環
境
学
習
で
毎
年

年

生
が
下
草
刈
り
や
種
子
の

収
穫
に
取
り
組
ん
で
い
る

高
雄
小
学
校
に
よ
る
と

活
動
開
始
当
初
は
ご
く
わ

ず
か
だ

た
生
育
数
は
昨

年
の
調
査
で

本
に

増
え
た

　

今
年
は
昨
年
以
上
に

増
え
て
い
る
よ
う
だ

と

木
曽
一
平
校
長

河
川
敷

の
至
る
と
こ
ろ
で
高
さ　

　

ほ
ど
に
生
長
し
た

ツ
ク
シ
の
よ
う
な
茎
を
見

る
こ
と
が
で
き
る

　

観
察
会
は
午
前　

時
か

ら
行
わ
れ

ひ

う
ご

森
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

の
堀
田
品
子
さ
ん
が

現
地
説
明

カ
ワ
ラ
ナ
デ

シ
コ

カ
ワ
ラ
サ
イ
コ
な

ど
他
の
珍
し
い
植
物
も
観

察
す
る

　

ハ
マ
ウ
ツ
ボ
は
千
種

川
の
豊
か
な
自
然
の
象

徴
と
主
催
の
同
協
議
会

こ
の
時
期
し
か
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
花
な
の
で

ぜ
ひ
見
に
来
て
ほ
し
い

と
来
場
を
呼
び
か
け
て
い

る

写
真
は
観
察
会
が

行
わ
れ
る
千
種
川
河
川
敷

の
ハ
マ
ウ
ツ
ボ

交
通
安
全
に
寄
与

功
労
者
に
感
謝
状

　

赤
穂
交
通
安
全
協
会
と

赤
穂
自
家
用
自
動
車
協
会

の
平
成　

年
度
総
会
が　

日

赤
穂
警
察
署

階
で

行
わ
れ

新
年
度
の
事
業

計
画

役
員
改
選
な
ど
を

承
認
し
た

　

街
頭
活
動
な
ど
で
交
通

事
故
防
止
に
寄
与
し
た　

の
団
体

個
人
を
交
通
功

労
者
表
彰

赤
穂
署
交
通

課
の
久
保
田
謙
巡
査
部
長

と
地
域
課
御
崎
駐
在
所
の

北
澤
和
孝
巡
査
部
長
の

人
に
も
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
　

優
良
運
転
者
の
金
正
賞

は　

人
が
受
賞

関
孝
行

会
長
は

車
に
乗
る
前
か

ら
周
囲
の
安
全
確
認
を
行

う
ぐ
ら
い
の
ゆ
と
り
を
持

て
運
転
し
て
ほ
し
い

と
要
望

岡
田
正
則
署
長

は

さ
ら
に
上
位
の
表
彰

を
目
指
し
て
安
全
運
転

を

と
祝
福
し
た

　

両
協
会
の
役
員
は
次
の

み
な
さ
ん

○
印
は
新

任

敬
称
略

　

交
通
安
全
協
会

　

▽
会
長

関
孝
行
▽
副

会
長

○
金
川
紀
夫

○

山
口
純
一

横
山
直
美

　

自
家
用
自
動
車
協
会

　

▽
会
長

関
孝
行
▽
副

会
長

佐
用
光
春

前
田

邦
稔

橋
本
義
明

ミ

ン
マ

と

中
国
へ
支
援
を

市
が
募
金
箱
設
置

　

サ
イ
ク
ロ
ン
が
直
撃
し

た
ミ

ン
マ

と
大
地
震

に
襲
わ
れ
た
中
国
・
四
川

省
の
被
災
者
を
支
援
し
よ

う
と

赤
穂
市
は
市
民
か

ら
の
義
援
金
を
募
集
し
て

い
る

　

市
役
所

階
市
民
ホ

ル
と
市
内
各
公
民
館
に
募

金
箱
を
設
置

月　

日

ま
で
募
集
し

日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
送
金
す
る

予
定
だ

　

市
安
全
安
心
担
当
は

被
災
者
を
一
人
で
も
多

く
助
け
た
い
の
で
協
力

を

と
援
助
を
呼
び
か
け

て
い
る

　

赤
穂
美
術
協
会

鳥
井

廣
夫
会
長

の
第　

回
展

が
市
文
化
会
館

ハ

モ

ニ

ホ

ル

で
開
催
さ

れ
て
い
る

　

会
員　

人
が
約　

点
を

展
示　

日
日
ま
で

午
前　

時

午
後

時

最
終
日
は

時
終
了

出
品
者
は
次
の
み
な
さ

ん

敬
称
略

　

▽
安
藤
慶
一
▽
岩
崎
孝

二
▽
上
住
享
徳
▽
梶
本
昌

禧
▽
川

徹
▽
川
本
光
紗

▽
木
谷
道
枝
▽
米
谷
朝
五

郎
▽
米
谷
勝
利
▽
佐
竹
寿

子
▽
塩
田
康
雄
▽
島
田
賢

司
郎
▽
城
尾
孝
子
▽
千
崎

勝
廣
▽
田
中
繁
雄
▽
田
中

良
成
▽
田
辺
義
彦
▽
茶
谷

京
子
▽
鳥
井
廣
夫
▽
中
嶋

岬
▽
橋
本
美
由
紀
▽
長
谷

部
君
子
▽
浜
田
智
恵
子
▽

平
田
源
也
▽
廣
門
幸
三
▽

吉
村
東
洋
子

自
分
の
身
体
を

健
康
チ

ク

　

浜
市
の
障
害
者
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ

さ
ん

ぽ
み
ち

で

月　

日

土

ふ
れ
あ
い
教
室

簡
単
健
康
チ

ク

が
開
か
れ
る

　

看
護
師
が
日
常
的
に
で

き
る
健
康
管
理
の
方
法
を

レ
ク
チ

　

午
後

時
か
ら

参
加

無
料

問
合
せ
は
同
セ
ン

タ

☎　

・

ま

で

国
名
勝
の
田
淵
庭
園

老
朽
化
の
納
屋

な
ど
保
存
修
理

　

貴
重
な
文
化
財
を
後
世

に
残
そ
う
と

保
存
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
国
名

勝
・
田
淵
庭
園
で
土
蔵
な

ど
の
改
修
工
事
が
こ
の
ほ

ど
完
了

往
時
の
姿
が
よ

み
が
え

た

　

改
修
さ
れ
た
の
は

江

戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
の

築
造
と
み
ら
れ
る
平
屋
建

て
納
屋

近
年

シ
ロ
ア

リ
被
害
で
屋
根
の
一
部
が

抜
け
落
ち

崩
壊
の
恐
れ

も
あ
る
こ
と
か
ら
国
な
ど

の
補
助
で
昨
年

月
か
ら

改
修
に
着
手
し
た

　

屋
根
を
解
体
し
て
傷
ん

だ
梁
を
交
換

瓦
は
す
べ

て
葺
き
替
え
た
が

田
淵

氏
庭
園
整
備
委
員
会

委

員
長
・
西
桂
兵
庫
大
講
師

の
指
導
で
腰
板
な
ど
使
え

る
部
分
は
再
利
用
し

元

の
風
合
い
を
で
き
る
だ
け

残
し
た

　

母
屋
と
土
蔵

い
ず
れ

も

階
建
て

昭
和

年

築

も
樋

格
子
な
ど
を

補
修

平
成　

年
度
に
解

体
修
理
し
た
明
遠
楼
の
裏

に
あ
る
石
垣
は
写
真
測
量

を
行
い

今
後
の
保
存
活

動
に
活
用
す
る
竣
工
図
を

作
成
し
た

事
業
費
は
約

万
円

　

同
庭
園
は

塩
田
地
主

と
し
て
栄
え
た
田
淵
家
当

主
が
江
戸
中
期
に

代
か

け
て
造
営
し
た
日
本
庭

園

三
崎
山
の
傾
斜
地
に

茶
室

書
院

池
が
絶
妙

の
バ
ラ
ン
ス
で
配
さ
れ

昭
和　

年
に
国
名
勝
指

定

平
成　

年
に
居
住
区

も
追
加
指
定
さ
れ

約

平
方

あ
る
敷
地

す
べ
て
が
国
名
勝
に
な

て
い
る

　

市
教
委
は

赤
穂
城
の

庭
園
と
並
ぶ
貴
重
な
文
化

財

名
に
恥
じ
な
い
よ
う

に
保
存
に
努
め
た
い

と

し
て
い
る

　

同
庭
園
の
次
回
一
般
公

開
は　

月　

日
土
・　

日
日
に
予
定
さ
れ
て
い

る

写
真
は
屋
根
瓦
を

全
面
葺
き
替
え
る
な
ど
改

修
し
た
田
淵
庭
園
の
納

屋
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ご
相
談
く
だ
さ
い

水
漏

れ

詰
ま
り

蛇
口
の
取

替

流
し
台

洗
面
台

便
器

浴
槽
な
ど
の
修

理

取
替

ボ
イ
ラ

石
油

ガ
ス

電
気

の
故
障

取
替
な
ど
ご
相

談
く
だ
さ
い

◎
低
料

金　

時
間
で
対
応
い
た

し
ま
す

水
ま
わ
り　

☎　

・

　

　

▼
ご
存
じ
で
す
か
？　

マ
イ
カ

個
人
間
売
買

町
の
車
屋
さ
ん
が

消
費

者
に
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
た

い

と
い
う
想
い
か
ら

あ
な
た
目
線
で
考
え
作
り

上
げ
た
ウ
リ
カ
イ
ネ

ト

ワ

ク

車
を
売
り
た
い

方

乗
り
換
え
を
お
考
え

の
方
は

ぜ
ひ
一
度
お
越

し
く
だ
さ
い

経
済
産
業

省
の
承
認
を
受
け
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
で
す
の
で

安
心
・
安
全
で
す

そ
れ

を
あ
な
た
自
身
で
実
感
し

て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は

喜
び
を
お
届
け
で
き
る
事

を
楽
し
み
に
お
待
ち
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す

Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
の
方
は

ウ
リ
カ

イ

と
検
索
く
だ
さ
い

赤
穂
城
西
店

㈲
サ
ン

ク
カ

広
場
☎　
・

赤
穂
南
店

㈲
岩

本
自
工
☎　
・

赤
穂
駅
北
店

㈲
オ

ト
ス
テ

シ

ン
シ
テ

☎　
・

　

▼
オ

ル
電
化
の
見
積

り
・
ご
相
談
は
も
ち
ろ
ん

無
料
で
す

検
討
中
の
方

や
電
化

て
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？
な
ど
お
考
え
の

方
お
電
話
お
待
ち
し
て

ま
す
修
理
受
付
も
し
て

い
ま
す

㈱
松
本
電
業

☎　
・

　

▼
ス
タ

フ
募
集

高

給
に
て
優
遇
し
ま
す
日

曜
定
休
詳
細
は
面
談
の

上
で
ス
ナ

ク
一
花

サ
ミ

ト
シ
テ

赤
穂

Ｆ
☎

・

・
　

▼
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ

ト
募
集

お
昼
の
仕
込
み

作
業

午
前　

時

午
後

時
ま
で
賄
い
有

ホ

ル
係

調
理
補
助

午

後

時
　

時
の
間
で

時
間
の
シ
フ
ト

制

週

日
Ｏ
Ｋ

土
・
日
の
み
も
Ｏ
Ｋ

詳

細
は
面
談
で

お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い

 
酉
鳥  
家 
赤
穂
店
☎　
・

と
り
と
り 
や

　

▼
パ

ト

ア
ル
バ
イ

ト
大
募
集

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

の
サ

ビ
ス
ス
テ

シ

ン
で
働
い
て
み
ま
せ
ん

か
資
格
不
問
要
普
免

時
給
面
談
の
上
決
定
昇

給
有

前
田
石
油
赤
穂

東
Ｓ
Ｓ
☎　
・

　

▼
従
業
員
募
集

溶
接

工

名

経
験
問
わ

ず

賃
金
は
面
接
時
協

議
の
上

保
険
有

黒
崎

播
磨
㈱
赤
穂
工
場
内

㈱

曲
戸
工
業

鷆
和

☎

・

・

　

▼
貸
店
舗
あ
り
ま
す

南
野
中
三
差
路
か
ら
南
へ

約　

南
野
中

の

土
地
約

坪
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト

造
ス
レ

ト
葺

階
建

家
賃
敷
金
な
ど
は
応
相

談

松
屋
旅
館
☎　
・

伸
栄
土
地
☎　

・　

▼
ス
タ

フ
募
集

時

給

円
よ
り
年

中
無
休

チ

イ
ニ

ズ

・
ス
ナ

ク
み
さ
き
赤
穂

サ
ミ

ト
ビ
ル

Ｆ
☎

・

・

　

時
以
降

　

▼
パ

ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
募
集

ロ

ソ
ン
で
働

い
て
み
ま
せ
ん
か
①

時

時

円
②　

　

時

円
③　

時
　

時

円
④

　

時
　

時
円

ロ

ソ
ン
関

西
福
祉
大
学
前
店
☎　
・

　

▼
レ
ス
ト
ラ
ン
サ

ビ

ス
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

○

月

金
／　

時
　

時
○

土
・
日
／
①

時
半
　

時
半
②　

時
　

時
半
③

　

時
　

時
時
給

円
研
修
期
間

　

時
以
降
は　

円
ア

プ

週

日
か
ら
そ
の

他
の
曜
日
時
間
帯
も
相

談
に
応
じ
ま
す
年
齢
性

別
不
問
フ
リ

タ

学

生
大
歓
迎
制
服
貸
与

赤
穂
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

☎　
・

大
原

　

▼
中
古
住
宅

中
古
ア

パ

ト

宅
地
探
し
て
い

ま
す

無
料
査
定
も
致
し

ま
す
秘
密
厳
守

新
し

い
町
づ
く
り
を
め
ざ
す

㈱
創
備
☎　

・

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ　
・

　

▼
子
ど
も
サ

カ

大

会
参
加
者
募
集

赤
穂

市
を
知

て
見
て
感
じ
る

サ

カ

大
会

月　

日
土
・　

日
日

高
野

サ

カ

場
小
学

年

生
以
下　

名
募
集
参
加

費

円
保
険
料

住
所
氏
名
学
年
学
校

名
保
護
者
名
連
絡
先
を

左
の
ア
ド
レ
ス
へ
メ

ル

く
だ
さ
い

月　

日

土
ま
で
先
着
順
に
受

付

エ
ン
ジ

イ
サ

カ

実
行
委
員
会
☎

・

・

メ

ルen
joy_so

  
      c  

cer2005@
yah
ooc

        
   
   o  

.j   p  
　

▼
募
集

ホ

ル
係

厨
房
係

時
給

円

午
後　

時
以
降
は

円

時
間
等
詳

細
は
面
談
の
上
で

ま
ず

は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い

つ
ぼ
八
赤
穂
店

☎　

・

　

▼
貴
金
属
を
高
価
買
取

り
致
し
ま
す

金
プ
ラ

チ
ナ
指
輪
ネ

ク
レ
ス

鑑
定
査
定
は
無
料
で
す

石
取
れ
切
れ
て
い
て
も

結
構
で
す
必
要
の
品
は

質
預
か
り
で
お
金
を
借
り

入
れ
も
で
き
ま
す

安
則

商
店
☎　
・

　

▼

キ

チ
ン
パ
パ

か
ら
の
お
知
ら
せ

○
お

昼
の
日
替
り
ボ
リ

ム

ラ
ン
チ

円　

時

　

分
　

時
日
曜
休
み

○
夜
の
営
業
は　

時
半

　

時
豊
富
な
メ
ニ

と
芋
麦
焼
酎
と
カ
ク
テ

ル
を
取
り
揃
え
て
い
ま

す
木
曜
定
休
☎　

・

　

▼
不
動
産
情
報

キ

ン
ペ

ン
物
件
○

Ｄ
Ｋ
／
新
田

万
円
片

浜
町

万

千
円
Ｐ

台
可
○

Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
細

野
町

万

千
円
オ

ル
電
化

ハ
イ
ツ
新
築

○

Ｋ
／
北
野
中
家
具
・

家
電
付
物
件

月
下
旬

入
居
可
能

○

Ｌ
Ｄ
Ｋ

北
野
中

万

千
円

月
中
の
ご
成
約
に
限
り
敷

金
・
礼
金
ゼ
ロ

○

Ｌ

Ｄ
Ｋ
／
北
野
中

万

千

円

見
学
可
能

黒
崎

町

万
円

ペ

ト
可

月
末
完
成
予
定

賃

貸
○

Ｋ
／
平
成
町

万

千
円
主
婦
の
店
近

く

三
樋
町

万

千

円
中
広

万

千
円
築

浅
○

Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
加
里

屋

万

千
円
駅
近
で

す
○

Ｋ
／
加
里
屋

万

千
円
○

Ｄ
Ｋ
／
中

浜
町

万

千
円
磯
浜

町

万

千
円
家
具
・
家

電
付
城
西
町

万

千

円
○

Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
加
里
屋

万

千
円
南
野
中

万

千
円
海
浜
町

万

千
円
Ｐ

台
可

六

百
目
町

万

千
円
大

町

万

千
円
片
浜
町

万

千
円
Ｈ　

年

築

朝
日
町

万

千
円

Ｈ　

年
築
○

Ｄ
Ｋ
／

上
仮
屋
北

万
円
大
町

万
円
加
里
屋

万

千
円
宮
前
町

万

千

円
磯
浜
町

万

千
円

加
里
屋

万
円
加
里
屋

万
円
ペ

ト
可
○

Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
若
草
町

万

千
円
大
町

万

千
円

海
浜
町

万

千
円
貸

家
・
連
棟
含
む
○

Ｌ
Ｄ

Ｋ
／
山
手
町

万

千
円

○

Ｄ
Ｋ
／
塩
屋

万

千
円
ペ

ト
可

Ｓ
Ｄ

Ｋ
／
上
仮
屋

万
円
マ

ン
シ

ン
○

Ｌ
Ｄ
Ｋ

／
元
町

万

千
円

朝
日
町

万

千
円

○

Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
坂
越　

万

千
円
海
の
見
え
る
物
件

建
物
○
塩
屋

Ｄ
Ｋ

万
円
○
木
津

Ｓ
Ｄ
Ｋ

万
円

○
本
水
尾
町

Ｄ
Ｋ

万
円
中
広
正
保

橋
町
に
物
件
有
土
地
○

城
西
町
約

坪

万
円
分
筆
相
談

○
朝
日
町
約　

坪

万
円
○
木
津
約　

坪

万
円
片
浜

町
板
屋
町
清
水
町
尾

崎
に
物
件
有
○
相
生
方
面

も
物
件
多
数
有
り
ま
す
○

売
物
件
・
賃
貸
物
件
大
募

集
中
兵
庫
県
知
事

第

号
エ

イ
ブ
ル
ネ

ト
ワ

ク
赤

穂
店
☎　
・

　

▼
Ｊ
Ａ
兵
庫
西
仲
介
物

件

土
地
○
黒
崎
町

南
向
き
約　

坪

万
円
○
片
浜
町
南

向
き
約　

坪

万
円
○
南
宮
町
約　

坪

万
円
○
尾
崎
約

坪

万

円
○
砂
子
約

坪

万
円
○
竹
万
約

　

坪

万
円
○

山
野
里
約　

坪

万
円
さ
つ
き
町
城
西

町
に
も
物
件
あ
り
※
土
地

の
ご
相
談
は
Ｊ
Ａ
へ

赤

穂
資
産
管
理
セ
ン
タ

☎　
・

　

▼
ホ

ル
主
任

見
習

い
募
集
　

時
　

時
の

間

時
間

土
日
祝
出

勤
で
き
る
人
時
給

円
よ
り
そ
の
他
手
当

あ
り
委
細
面
談
フ

イ

ト
の
あ
る
人
ま
ず
は
電

話
を

焼
肉
レ
ス
ト
ラ
ン

大
門
若
草
町
☎　
・

　

▼
正
社
員
他
募
集

①

コ

ス
管
理
正
社
員
高

卒
以
上　

　

歳
位

時
　

時
日
祝
休
み
年

間
休
日　

日
当
社
カ
レ

ン
ダ

に
よ
る

芝
の
管

理
な
ど
の
仕
事
要
普
通

免
許
で
マ
イ
カ

通
勤
が

で
き
る
方
日
給
月
給　

万
千
円

試
用
期
間
有

男
性
が
活
躍
中
②
レ
ス
ト

ラ
ン
ホ

ル
パ

ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
高
校
生
不
可

時
給

円

土
日

祝
の
み
で
も
可
勤
務
日

時
間
は
相
談
に
応
じ
ま

す
昼
食
付
マ
イ
カ

通

勤
可
送
迎
バ
ス
有
①
②

と
も
未
経
験
者
可
各
種

保
険
有
給
休
暇
制
度
有

制
服
貸
与
詳
細
は
お
電

話
ま
た
は
面
接
時

赤
穂

カ
ン
ツ
リ

ク
ラ
ブ
☎

　
・

木
本

　

▼
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

赤
穂
市
民
病
院
内
の
喫
茶

店
の
接
客
ア
ル
バ
イ
ト

月

土

時
半
　

時

週

日
の
シ
フ
ト
勤

務
で
時
給

円
研

修
期
間

赤
穂
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
直
営
喫
茶
城

☎　
・

深
尾

　

▼
ス
タ

フ
募
集

　

時
週

日
程
度
勤

務
で
き
長
期
勤
務
可
能

な
方
高
校
生
不
可

委

細
面
談
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い

珈
琲
館

☎　
・

　

▼
正
社
員
募
集

ホ

ル
ス
タ

フ

①

時

　

時
②　

時
半
　

時

シ
フ
ト
制

月
給　

万

千
円

年
齢
経
験
に

よ
り
優
遇
試
用
期
間

カ
月
条
件
同
じ

休
日

は
シ
フ
ト
制
で
月

回

各
種
社
会
保
険
完
備
交

通
費
当
社
規
定
支
給
制

服
貸
与
車
通
勤
可
ま
ず

は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い

Ｕ
Ｓ
Ａ
赤
穂
☎

　
・
　

▼
ド
リ

ム
カ
ン
ト
リ

だ
よ
り

月

日

月
ま
で
売
り
出
し
開
催

中
大
変
お
買
得
で
す
よ

花
壇
を
夏
の
花
に
植
え
替

え
よ
う
期
間
中
は
ベ
ゴ

ニ
ア
ペ
チ

ニ
ア
ポ

チ

ラ
カ
な
ど
夏
の
花
苗

定
価　

円
を

割
引
で　

円
さ
ら
に　

苗
よ
り
ど

り
詰
め
合
わ
せ
て

円

苗
当
り　

円
に

て
ご
奉
仕
注
目
の
花
苗

も
い
ろ
い
ろ
と
入
荷
夏

じ

う
休
ま
ず
咲
く
ユ

フ

ル
ビ
ア
や
カ
リ
ブ
ラ

コ
ア
な
ど
美
品
が
た
く
さ

ん
入
荷
し
て
い
ま
す
全

品

割
引
で
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ど
う
ぞ
い
も
づ
る

あ
り
ま
す

㈲
米
口
グ
リ

ン
ナ

セ
リ

木
津

☎　
・

　

▼
不
動
産
情
報
仲
介

売
買
○
元
塩
町
元

禄
橋
町
元
沖
町
に
売
土

地
○
片
浜
町
に

Ｌ
Ｄ
Ｋ

中
古
住
宅
土
地　

坪
建

物　

坪
価
格

万
円
平
成

年

月
築

賃
貸
○
元
禄
橋
町
加

里
屋
元
沖
町
中
広

Ｋ

○

万

千
円
で
農
神
町

Ｄ
Ｋ
○

万

千
円
で

上
仮
屋
北

Ｄ
Ｋ
○

万

円
で
加
里
屋
朝
日
町

Ｄ
Ｋ
○

万

千
円
で
さ

つ
き
町

Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
板
屋

町
さ
つ
き
町

Ｄ
Ｋ
○

万

千
円
で
城
西
町

Ｄ
Ｋ
／
中
浜
町

Ｄ
Ｋ
○

万

千
円
で
南
野
中

Ｄ
Ｋ
／
東
浜
町
中
浜
町

Ｄ
Ｋ
○

万

千
円
で

海
浜
町

Ｌ
Ｄ
Ｋ
○

万

円
で
元
禄
橋
町
Ｐ

台

縦
列
に

Ｌ
Ｄ
Ｋ
と

Ｄ
Ｋ
／
六
百
目
町
海
浜

町
宮
前
町
農
神
町

Ｄ

Ｋ
○

万

千
円
で
元
禄

橋
町

Ｄ
Ｋ
○

万

千

円
で
元
沖
町

Ｌ
Ｄ
Ｋ
／

元
禄
橋
町
元
沖
町
加
里

屋

Ｄ
Ｋ
○

万

千
円

で
元
沖
町

Ｄ
Ｋ
○

万

千
円
で
元
禄
橋
町
ペ

ト
可

Ｌ
Ｄ
Ｋ
○

万

千
円
で
東
浜
町

Ｌ

Ｄ
Ｋ
○

万
円
で
加
里
屋

Ｌ
Ｄ
Ｋ
◎
以
上
駐
車
場

台
共
益
費
込
み
○
加

里
屋
中
洲
に

Ｌ
Ｄ
Ｋ
マ

ン
シ

ン
○
細
野
町
に

戸
一
平
屋
の
貸
家
○
北
野

中
に

Ｌ
Ｄ
Ｋ
新
築
ア
パ

ト
有
○
中
広
に
貸
事
務

所
※
不
動
産
査
定
・
売
却

の
ご
相
談
歓
迎
土
日
祝

日
に
つ
い
て
も
営
業
し
て

い
ま
す
携
帯
に
連
絡
願

い
ま
す
免
許
番
号
国
土

交
通
大
臣　

第

号
三
菱
電
機
ラ
イ
フ

サ

ビ
ス
赤
穂
支
店
☎

　
・

ま
た
は

・

・

橋
本

　

▼
朝
刊
配
達
ス
タ

フ

募
集

時
間
程
度
か

　

▼
出
張
美
容

ル
イ

か
ら
の
お
知
ら
せ

寝
た

き
り
の
人

病
気
等
の
た

め
に
足
を
運
べ
な
い
人

男
性
も
可

赤
穂
市
内

隅
か
ら
隅
ま
で
出
張
し
ま

す

遠
方
も
可
無
定
休

◎
ホ

ム
ヘ
ル
パ

級

取
得
し
て
い
ま
す

塩
屋

の

☎　

・
・

・
　

▼

手
伝
い
屋

小
さ

な
仕
事
を
親
切
に
格
安
で

プ
ロ
に
頼
む
ほ
ど
で
も

な
い

で
も
道
具
や
工
具

が
な
い

一
人
で
は
で

き
な
い

と
い

た
よ
う

な
小
さ
な
仕
事
を
お
手
伝

い
し
ま
す

ま
ず
は
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い

◎

年
中
無
休

尾
崎
☎　

・

滝
北

　

▼
家
庭
教
師
派
遣
し
ま

す

○
低
料
金

安
心
指

導
○
親
身
に
分
か
る
ま
で

徹
底
指
導
○
教
科
書
中
心

の
基
礎
学
習
か
ら
追
い
込

み
受
験
対
策
指
導
ま
で
○

個
性
に
合

た
教
師
が
伺

い
ま
す
○
教
師
と
の
面
談

後
申
込
み

交
替
可

食

事
不
要

塾
と
の
併
用

可

高
額
教
材
一
切
不

要

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
ご

相
談
を

㈱
家
庭
教
師

派
遣
セ
ン
タ

☎

・

・

　

▼
格
安
・
オ

ト
車
検

軽
四
級

円

マ

チ

円

マ

ク
Ⅱ

円

セ
ル
シ
オ

円

小
貨
物

大
貨
物
格
安

ブ
レ

キ
等
点
検
料
含
む

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
・

オ
イ
ル
交
換
各
千
円
増

車
検
切
れ
車
も
О
Ｋ
廃

車
無
料
名
義
変
更
等
も

格
安
土
日
祝
日
も　

時

間
電
話
受
付
安
心
車
検

オ

ト
車
検
代
行
星
電

社
西
☎　
・

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ

オ

ク

シ

ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す

出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す

お
気
軽
に
お
電

話

ご
来
店
下
さ
い

☎

　

・

　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ

軽
四
級

円

ヴ

ツ

円

マ

ク
Ⅱ

円

セ
ル
シ
オ

円

国
家
整
備
士
に
よ
る　

項

目
点
検
込

洗
車
・
代
車
・

オ
イ
ル
各
千
円
増

修
理

・
ア
フ
タ

サ

ビ
ス
も

格
安
☎　
・

　

▼
冠
婚
葬
祭
そ
の
他
す

べ
て
の
き
も
の
着
付
け
を

お
手
伝
い
致
し
ま
す

佳

日
は
重
な
り
ま
す
の
で
お

早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す

北
野

☎　
・

佐
井

☎　
・

　

▼
車
の
廃
車
を
無
料
で

軽
四
か
ら
大
型
ト
ラ

ク
不
動
車
ま
で
Ｏ
Ｋ
自

宅
ま
で
引
取
無
料
な
お

抹
消
書
類
手
続
き
は
別
途

千
円
の
み
頂
き
ま
す
が

自
税
は
月
割
に
て
返
金
し

ま
す
車
種
に
よ
り
買
取

も
致
し
ま
す
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
法
引
取
業
第

号
廃
車
専
門
店
あ
ん
こ

る
赤
穂
店
塩
屋
郵
便

局
北

☎

・

・

　

▼
水
ま
わ
り
で
こ
ま

た
事
知
り
た
い
事
何
で
も

第 号　　平成 年 月 日

ら
給
料
は
月

万
円
程

度

配
達
部
数
に
よ
り

異
な
る

要
普
免
性
別

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
詳

細
は
面
談
で
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い

朝
日

新
聞
サ

ビ
ス
ア
ン
カ

Ａ
Ｓ
Ａ
赤
穂
☎　
・

尾
崎

　

▼
お
知
ら
せ

月　

日
・　

日
の
両
日
シ
ホ
ン

ケ

キ
直
径　

を

円
に
て
販
売
し
て

お
り
ま
す

日　

台
で

す

ラ
・
セ

ヌ
駅
前
赤

穂
商
工
会
議
所
向
☎　
・

　

▼
猫
を
探
し
て
い
ま
す

月　

日
午
後

時
ご

ろ
片
浜
町
の
住
友
大
阪

セ
メ
ン
ト
Ａ
団
地
近
く
で

い
な
く
な
り
ま
し
た
ロ

シ
ア
ン
ブ
ル

の
メ
ス

緑
の
目
に
赤
の
首
輪
名

前
は
ミ
リ

で
す
☎

・

・

　　

▽　

日

岩
谷
内
科

尾
崎

の　

☎

　
・

市
民
ガ
イ
ド

休
日
急
患
診
療
医

育
脳
に
は
そ
ろ
ば
ん
が
大
切

で
す
習
わ
せ
て

ハ

イ

赤
穂
珠
算
振
興
会　

会
員
塾
へ

　　



赤 穂 民 報 毎週土曜日発行（3）

美
し
く
咲
き
競
う

城
南
緑
地
の
バ
ラ

　

赤
穂
城
南
緑
地
公
園
の

バ
ラ
園
が
春
の
見
ご
ろ
を

迎
え

豪
華
で
可
憐
な
花

々
が
目
を
引
い
て
い
る

　

昭
和　

年
に
整
備
し
た

約

平
方

の
花

園
に
お
よ
そ　

種
類
約

本
が
植
わ
り

赤

白

ピ
ン
ク
な
ど
多
彩
に

咲
き
競
う

　

世
話
し
て
い
る
市
公
園

施
設
管
理
協
会
に
よ
る

と

気
温
な
ど
の
関
係
で

開
花
は
例
年
よ
り
や
や
遅

め

ち

う
ど
こ
れ
か
ら

月
中
旬
ま
で
が
一
番
の

見
ご
ろ

　

咲
き
終
わ

た
花
は
ス

タ

フ
が
ほ
ぼ
毎
日
剪

定

摘
み
取

た
横
か
ら

新
し
い
芽
が
伸
び

二
番

咲
き

三
番
咲
き
の
つ
ぼ

み
が
ふ
く
ら
む

　

気
温
の
上
昇
と
と
も
に

花
弁
の
開
き
も
活
発
に
な

り

朝
つ
ぼ
み
だ

た
も

の
が
午
後
に
は
満
開
に

同
協
会
は

毎
日
違

た

表
情
を
見
せ
る
の
で
何
度

で
も
見
に
来
て

と
話
し

て
い
る

写
真
は
美
し

い
花
弁
が
見
る
人
を
楽
し

ま
せ
て
い
る
城
南
緑
地
の

バ
ラ
園

で
子
ど
も
た
ち
を
遊
ば
せ

て
い
る
間
は
親
だ
け
で
コ

ミ

ニ
ケ

シ

ン

同

じ
年
頃
の
子
を
持
つ
者
同

士

初
対
面
で
も
会
話
が

弾
ん
だ

　

公
民
館
の
近
く
に
住
む

主
婦
西
脇
ひ
ろ
み
さ
ん

　

は
長
男
の
亮
汰
君
を

連
れ
て
参
加

こ
れ
ま
で

は
中
央
公
民
館
ま
で
車
で

参
加
し
て
い
た
と
い
い

徒
歩
で
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た

子
育

て
の
悩
み
を
相
談
で
き
る

の
で
助
か
り
ま
す

と
喜

ん
で
い
た

　

今
後
も
お
も
ち

作
り

や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
多

彩
な
活
動
を
行
う

定
期

開
催
以
外
に
も
ピ
ク
ニ

ク
や
地
引
網
体
験
な
ど
坂

越
の
立
地
を
活
か
し
た
行

事
を
実
施
す
る
予
定
だ

　

子
育
て
が
苦
し
い

も
の
で
は
な
く
楽
し
い

と
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば

と
浜
野
さ
ん

市
民
か
ら

は

中
学
校
区
ご
と
に
開

設
し
て
ほ
し
い

と
の
要

望
も
あ
る
と
い
い

市
教

委
生
涯
学
習
課
の
宮
崎
素

一
課
長
は

で
き
る
だ
け

ニ

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
き
た

い

と
話
し
て
い
る

　

参
加
無
料

材
料
代
な

ど
実
費
要

問
合
せ
は

同
公
民
館
☎　

・

写
真
は
親
も
子
も

リ
ラ

ク
ス
し
て
楽
し
め

る

な
か
よ
し
広
場

　

▼

ま
ち
の
小
さ
な
美

術
館

絵
画
や
写
真
な
ど

作
品
発
表
の
場
と
し
て
提

供
す
る
喫
茶
店
が
中
広
に

オ

プ
ン

小
さ
な
美

術
館

と
し
て
利
用
客
か

ら
好
評
だ

　

月
に
開
店
し
た
赤
穂

セ
ン
タ

モ

ル
内
の

カ
フ

・
ジ

イ
テ

ヌ

約　

坪
あ
る
店

内
壁
面
に
作
品
の
展
示
レ

ル
や
照
明
を
設
備

グ

ル

プ

個
人
を
問
わ
ず

展
示
希
望
を
受
け
付
け

月
替
わ
り
で
作
品
を
紹
介

す
る

　

月
は
平
成
町
の
千
崎

勝
廣
さ
ん
の
ス
プ
レ

絵

画
を
紹
介

今
月
は
北
野

中
の
書
道
家
・
新
家
一
夫

さ
ん
の
作
品　

点
を
掲

げ

古
典
と
前
衛
が
融
合

し
た
作
風
が
目
を
引
い
て

い
る

　

個
性
豊
か
な
作
品
に

囲
ま
れ
て
く
つ
ろ
い
で
も

ら
え
れ
ば

と
店
主
の
平

田 
央  
司 
さ
ん　

無
料

え
い 

し

で
ス
ペ

ス
を
提
供
す
る

と
あ

て

す
で
に
来
年

月
ま
で
出
品
予
約
が
埋

ま

て
い
る

平
田
さ
ん

は

今
後
も
幅
広
い
分
野

で
展
示
を
受
け
付
け
た

い

と
話
し
て
い
る

　

午
前

時

午
後

時

営
業
で

定
休
日
は
毎
週

月
曜
日
と
第

火
曜
日

問
合
せ
は
☎　

・

写
真
は
く
つ
ろ
ぎ

な
が
ら
作
品
を
鑑
賞
で
き

る
店
内

第 号　　平成 年 月 日

写
壇
・
あ
す
な
ろ

赤
穂
の
神
社
仏
閣

テ

マ
に
写
真
展

　

写
真
愛
好
家
グ
ル

プ

写
壇
・
あ
す
な
ろ

武

村
晴
人
会
長　

人

の

第　

回
会
員
展
は

月　

日
木
か
ら
赤
穂
市
立
図

書
館
で
開
か
れ
る

　

今
回
の
テ

マ

赤
穂

の
神
社
・
仏
閣

に
基
づ

い
た　

点
を
は
じ
め

会

員
が
全
国
各
地
で
撮
影
し

て
き
た
風
景
写
真
な
ど
全

紙
大
の
作
品　

点
を
展

示

北
海
道
・
美
瑛
地
区

の
花
畑
や
村
岡
町
・
猿
尾

の
滝
な
ど
力
作
が
並
ぶ

　

階
ギ

ラ
リ

で

月

日
日
ま
で

初
日

は
午
後

時
か
ら

　

ま
た

月

日
月

　

日
月
は
プ
ラ

ト

赤
穂

階
コ
ン
コ

ス
で

作
品
の
一
部
を
展
示
す

る
　

出
品
者
は
次
の
み
な
さ

ん
　

▽
尼
崎
猶
一
▽
岩
野
敏

樹
▽
馬
場
広
志
▽
大
村
正

文
▽
小
川
金
一
▽
桶
口
操

成
▽
加
藤
利
昭
▽
金
本
孝

博
▽
斉
藤
国
二
雄
▽
佐
々

木
英
明
▽
高
城
美
智
子
▽

武
村
晴
人
▽
玉
水
久
雄
▽

中
村
寿
伸
▽
橋
本
光
子
▽

花
崎
紀
美
子
▽
花

健
司

▽
藤
田
治
子
▽
藤
田
泰
子

▽
堀
井
初
子
▽
三
木
多
津

子
▽
前
田
幸
雄
▽
宮
崎
治

士
▽
山
本
丞
▽
吉
田
伍

写
真
は
展
示
作
品
の
一

つ

タ
コ
漁

大
塚
海

岸
で
尼
崎
猶
一
さ
ん
撮

影

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
西
播
磨

チ

リ
テ

バ
ザ
　

日

　

専
門
職
女
性
に
よ
る
奉

仕
団
体

国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
西
播
磨

半
田
田

鶴
子
会
長

主
催
の
チ

リ
テ

バ
ザ

が

月

　

日
火

赤
穂
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル

階
で
行
わ
れ

る
　

今
年
で　

回
目

多
数

の
企
業

商
店
が
協
賛

し

婦
人
服

子
供
服

手
芸
品
な
ど
多
彩
な
品
物

が
販
売
さ
れ
る

午
前　

時
半
か
ら
午
後

時
ま

で

入
場
料
は
お
茶
席
券

付
き
で

円

　

同
団
体
は
今
年

バ
ザ

収
益
金
で
防
犯
パ
ト
ロ

ル
車
を
購
入
し

上
郡

町
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
し

て
い
る

料
理
手
芸
な
ど

文
化
講
座
を
開
講

坂
越
公
民
館

　

坂
越
公
民
館
は
今
年
度

の
文
化
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
る

　

陶
芸

フ
ラ
ワ

ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど

講

座

い
ず
れ
も
月

回
で

全

回

月
は
休

講

一
般
成
人　

人
を

先
着
順
に
募
集
す
る

受

講
料

円
で
材
料

費
は
別
途
要

詳
し
く
は

同
公
民
館
☎　

・

ま
で

　

講
座
は
次
の
と
お
り

　

ポ

セ
ラ

ツ

月
　

月
の
第

水
曜
日

午
後

時
半

時
半

手
芸

月

月
の

第

水
曜
日
午
前

時
半

正
午

陶
芸

月

　

月
の
第

木
曜
日
午
後

時
半

時
半

グ
ル

メ
な
料
理

月
　

月

の
第

金
曜
日

月
と

　

月
の
み
第

午
前　

時

正
午

フ
ラ
ワ

ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト

月

　

月
の
第

火
曜
日
午
前

　

時

正
午

　

▼

坂
越
に
も
子
育
て

支
援
拠
点

親
子
の
絆
を

深
め
る
場
に
役
立
て
よ
う

と

赤
穂
市
内
で

カ
所

目
の
子
育
て
学
習
セ
ン
タ

な
か
よ
し
広
場

が

今
月
か
ら
坂
越
公
民
館
に

開
設

歳
児
ま
で
の
親

子
を
対
象
に
ゲ

ム
や
工

作
な
ど
を
行
い

参
加
者

か
ら
好
評
だ

　

同
セ
ン
タ

は
子
育
て

に
つ
い
て
の
相
談
や
情
報

交
換
の
場
と
し
て
市
教
委

が
中
央
公
民
館
に
平
成

年
開
設

お
れ
ん
じ
の

木

の
愛
称
で
週

回
開

い
て
い
る
が

参
加
者
増

で
会
場
が
手
狭
に

市
が

他
地
区
で
の
拡
充
を
検
討

し
て
い
た

　

な
か
よ
し
広
場

は

月
曜
日
の
午
前
中
に
ほ
ぼ

毎
週
開
催

県
教
委
の

両
親
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ

養
成
講
座

を
修

了
し
た
浜
野
敏
子
さ
ん

大
橋
町

が
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
企
画

さ
く
ら
ん
ぼ

ク
ラ
ブ

な
か
よ
し
ク
ラ

ブ

な
ど
対
象
年
齢
や
活

動
内
容
の
異
な
る
ク
ラ
ス

を
週
替
わ
り
で
運
営
し
て

い
る

　

第

週
は

・

歳
向

け
の

あ
ひ
る
ク
ラ
ブ

初
回
の　

日
に
は
親
子　

組
が
参
加
し

浜
野
さ
ん

の
進
行
で
手
や
指
を
使

た
遊
戯
を
楽
し
ん
だ

　

ボ
ラ
ン
テ

ア
ス
タ

フ
が
輪
投
げ
ゲ

ム
な
ど

弓
友
会

月

例
射
会
結
果

　

月
例
会
賞

　

▽
女
子

①
大
前
友
貴

関
西
福
祉
大

②
河
本

淳
子

上
郡
町

▽
男
子

①
住
田
秀
義
惣
門
町

②
河
本
誠
裕

上
郡
町

③
佃
絋
行
関
西
福
祉
大

　

選
手
権
賞

　

①
河
本
誠
裕
上
郡
町
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御
崎
の
唐
船
海
水
浴
場

台
続
け
て

自
販
機
荒
し

ト
イ
レ
の
便
器
も
破
壊

　

赤
穂
市
御
崎
の
唐
船
サ

ン
ビ

チ
で

月　

日
と

　

日

自
動
販
売
機

台

が
相
次
い
で
荒
ら
さ
れ

た
　

壊
さ
れ
て
い
た
の
は

売
店
横
に
あ
る
清
涼
飲
料

水
の
自
販
機　

日
に

台　

日
に

台
が
壊
れ

て
い
る
の
を
通
り
が
か

た
人
が
見
つ
け
た　

い

ず
れ
も
バ

ル
の
よ
う
な

も
の
で
扉
を
こ
じ
開
け
た

と
み
ら
れ

商
品
サ
ン
プ

ル
が
散
乱

う
ち

台
は

中
の
売
上
金
と
釣
り
銭
が

す
べ
て
盗
ま
れ

台
は

無
事
だ

た

　

現
場
は　

日
朝
に
も
ト

イ
レ
外
壁
横
で
休
憩
所
の

床
に
敷
い
て
い
た
ベ
ニ
ヤ

板
が
燃
や
さ
れ
た　

日

に
は
売
店
横
ト
イ
レ
の
便

器

基
が
壊
さ
れ

自
販

機
か
ら
海
側
約　

メ

ト

ル
の
と
こ
ろ
で
燃
え
た
ベ

ニ
ヤ
板

枚
が
見
つ
か
る

な
ど

自
販
機
以
外
に
も

被
害
が
続
い
て
い
る

　

警
察
は
窃
盗
と
器
物
損

壊
の
容
疑
で
捜
査
し
て
い

る

写
真
は
破
壊
し
て

売
上
金
を
盗
ま
れ
た
自
動

販
売
機

　

▼

古
希
の
節
目
に
同

窓
会

昭
和　

年
度
に
赤

穂
小
学
校
を
卒
業
し
た

年

組
の
同
級
生
が　

日

市
内
の
料
理
店
で　

年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
を
開

い
た

懐
か
し
い
顔
に
再

会
し
よ
う
と

遠
く
は
神

奈
川
県
か
ら
も
駆
け
つ

け　

人
が
集
ま

た

　

出
欠
確
認
と
合
わ
せ
て

寄
せ
ら
れ
た
近
況
報
告
を

世
話
人
の
村
田
勲
美
さ
ん

上
仮
屋
北

が
冊
子
に

し
て
会
場
で
配
布

メ

タ
ボ
を
気
に
し
て
毎
日
体

重
計
に
乗

て
い
ま
す

　

歳
の
手
習
い
で
パ
ソ

コ
ン
教
室
に
入
学
し
ま
し

た

な
ど
互
い
の
様
子
を

確
か
め
合
い
な
が
ら
旧
交

を
温
め
た

　

戦
況
が
悪
化
し
た
昭
和

　

年
に
旧
制
の
町
立
国
民

学
校
に
入
学
し

今
年
古

希
を
迎
え
る
学
年

弱

く
な

た

と
言
い
な
が

ら
も
元
気
に
酒
を
酌
み
交

わ
し
た

　

会
話
の
内
容
は
修
学
旅

行
や
運
動
会
な
ど
自
然
と

小
学
校
時
代
の
思
い
出

に

学
年
で
一
番
や
ん

ち

だ

た
僕
ら
の
ク
ラ

ス
が
立
ち
直

た
の
は
竹

一
先
生
の
お
か
げ

と

年
前
に
他
界
し
た
担
任
の

竹
一
干
城
さ
ん
を
偲
ぶ
人

も
多
か

た

　

話
が
尽
き
ず

あ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ

ま
し
た

と
村
田
さ
ん

年
齢
的
に
も
こ
れ
が
最

後
の
同
窓
会

と
し
て
い

た
が

次
回
を
求
め
る
参

加
者
の
声
に

無
理
の

な
い
程
度
で
ま
た
や
り
ま

す
か

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
た

写
真
は
思
い
出

話
で
旧
交
を
温
め
た
ク
ラ

ス
会

　

▼

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
劇
団

蔵

と

周
世
ふ
れ
あ

い
市
場

取
材

近
畿
以

西
の
各
地
を
探
訪
し

そ

の
地
域
の
文
化
や
暮
ら
し

ぶ
り
を
紹
介
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
紀
行
番
組

西
日
本
の

旅

の
収
録
が
赤
穂
市
内

で
こ
の
ほ
ど
あ

た

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
の

田
所
拓
也
ア
ナ
ウ
ン
サ

　

ら

人
が
来
穂　

日
に
Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂
駅
で

観
光
客
向
け
の
忠
臣
蔵
芝

居
を
行

て
い
る
市
民
劇

団

蔵

の
上
演
を
収
録

　

日
に
は
地
域
の
主
婦
が

地
場
産
野
菜
を
販
売
し
て

い
る

周
世
ふ
れ
あ
い
市

場

を
取
材
し
た

　

同
局
は
今
月　

日
に
も

視
聴
者
参
加
型
の
紀
行
番

組

新
・
兵
庫
史
を
歩
く

を
赤
穂
で
収
録

そ
の
と

き

同
市
場
の
メ
ン
バ

が
炊
き
出
し
協
力
し
て
い

た
の
を
き

か
け
に
ロ
ケ

地
に
選
ん
だ
と
い
う

　

塩
味
饅
頭

潮
干
狩
り

な
ど
赤
穂
の
名
産

観
光

ス
ポ

ト
な
ど
も
撮
影

取
材
を
通
し
て

人
情

豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る

街
だ
と
感
じ
ま
し
た

と

松
田
純
デ

レ
ク
タ

　

赤
穂
の
よ
さ
を

紹
介
で
き
る
番
組
に
な
り

そ
う

と
視
聴
を
呼
び
か

け
て
い
る

　

番
組
は

月

日
土

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

ウ

ク
エ
ン
ド
関
西

午
前

時
半

の
中
で
放
送
さ

れ
る

写
真
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
取
材
を
受
け
た
劇
団

蔵

の
忠
臣
蔵
芝
居

　

▼

子
ど
も
会
で
ペ

ロ
ン
体
験
乗
船

め

た

に
乗
る
機
会
の
な
い
ペ

ロ
ン
船
の
漕
艇
を
子
ど
も

た
ち
が
体
験
す
る
イ
ベ
ン

ト
が　

日

坂
越
湾
で
あ

た

　

竹
北
子
ど
も
会
の
新
入

生
歓
迎
行
事

ペ

ロ
ン

競
技
に
取
り
組
ん
で
い
る

保
護
者
が
船

艘
と
ジ

ニ
ア
用
の
オ

ル
を
用
意

し

年
生
か
ら

年
生

ま
で
約　

人
が
参
加
し

た
　

太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て

オ

ル
を
動
か
す
と　

人
以
上
が
乗

た
船
が
ゆ

く
り
と
動
き
出
し

徐

々
に
ス
ピ

ド
ア

プ

こ
ど
も
囲
碁
教
室

小
中
学
生
を
募
集

　

囲
碁
の
お
も
し
ろ
さ
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う

と

小
中
学
生
対
象
の

伝
統
文
化
こ
ど
も
囲
碁

教
室
が

月
か
ら
開
講

受
講
者
を
募
集
し
て
い

る
　

市
内
の
囲
碁
愛
好
者
グ

ル

プ

赤
穂
楽
碁
会

黒
田
紀
典
会
長

が
主

催

駅
前
通
り
の
同
会
碁

会
所
み
な
と
銀
行
北
隣

で

月　

日
か
ら
来
年

月
ま
で
毎
週
日
曜
日
午
前

　

時

正
午
に
開
く

　

会
員
が
入
門
書
を
も
と

に
基
礎
か
ら
指
導

囲
碁

を
楽
し
ん
で
打
て
る
よ
う

に
な
る
ま
で
礼
儀
作
法
も

含
め
て
教
え
る

　

財
団
法
人
伝
統
文
化
活

性
化
国
民
協
会
に
文
化
庁

が
委
嘱
し
て
い
る

伝
統

文
化
こ
ど
も
教
室

に
認

定
さ
れ

受
講
料
は
無

料

先
着　

人
を
募
集
す

る

黒
田
会
長
は

囲
碁

は
右
脳
を
鍛
え

バ
ラ
ン

ス
感
覚
を
育
む
知
的
ゲ

ム

ぜ
ひ
そ
の
す
ば
ら
し

さ
を
知

て
ほ
し
い

と

参
加
を
呼
び
か
け
て
い

る
　

申
込
み

問
合
せ
は
☎

・

・

黒
田
会
長

☎

・

・

高
力
さ
ん

市
民
ふ
れ
あ
い
囲
碁

第

回
大
会
の
結
果

　

▽
優
勝

藤
田
信
夫

山
手
町

▽
準
優
勝

近
松
末
治

新
田

▽

位

橋
本
莞
爾
備
前
市

星
野
精
弟

塩
屋

写
真

は
ア
マ
チ

ア
棋
士
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
ふ
れ
あ

い
囲
碁
大
会

第 号　　平成 年 月 日

ヨ

イ
ヤ
サ

の
掛

け
声
で
生
島
を
一
周
し

た
　

手
漕
ぎ
船
に
乗
る
の
は

ほ
と
ん
ど
全
員
が
初
め

て

最
初
は
漕
ぐ
の
が

重
た
か

た
け
ど

進
み

だ
す
と
軽
く
な

た

と

加
里
屋
の
向
浜
優
作
君

山
本
英
季
さ
ん

　

は

魚
が
海
か
ら
飛

び
上
が
る
の
も
見
え
た

腕
と
ひ
じ
が
疲
れ
た
け

ど

と

て
も
楽
し
か

た

と
う
れ
し
そ
う

来

月

日
に
相
生
湾
で
あ
る

ペ

ロ
ン
競
漕
を

見
に

行
き
た
い

と
話
す
子
も

あ

た

　

カ
ヌ

乗
船
体
験
や
波

打
ち
際
で
の
貝
掘
り
も
楽

し
み

今
津
直
久
会
長

　

は

普
段
に
し
た
こ

と
が
な
い
体
験
が
で
き

子
ど
も
た
ち
も
喜
ん
だ
の

で
は

と
話
し
て
い
た

写
真
は
ペ

ロ
ン
体
験

乗
船
し
た
竹
北
子
ど
も
会

の
み
な
さ
ん

シ
ニ
ア
世
代
向
け

本
格
的
農
業
講
座

　

農
業
に
興
味
関
心
が
あ

る
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に

野
菜
や
果
樹
の
作
り
方
を

指
導
す
る
講
座
が

月
か

ら
開
か
れ
る

　

県
上
郡
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ

な
ど
が
主
催
す

る

あ
か
さ 
農
楽 
カ
レ

の

ら

ジ

月　

日
木
の

開
校
式
か
ら　

月
ま
で
の

全

回
シ
リ

ズ

同
セ

ン
タ

普
及
員
が
ダ
イ
コ

ン

枝
豆
な
ど
の
育
て
方

を
指
導
し

上
郡
町
内
の

生
産
農
家
で
現
地
研
修
を

行
う　

同
講
座
は
今
年

で

回
目

昨
年
ま
で
に

約　

人
が
修
了
し

う
ち

割
は
農
産
物
や
手
作
り

加
工
品
を
直
売
所
に
出
荷

す
る
よ
う
に
な

て
い
る

と
い
う

　

同
セ
ン
タ

は

自
宅

に
畑
地
を
持

て
い
て

こ
れ
か
ら
農
業
に
取
り
組

ん
で
み
た
い
と
思

て
い

る
人
は
ぜ
ひ
応
募
し
て

と
話
し
て
い
る

　

参
加
費
無
料
た
だ
し

材
料
費
な
ど
は
実
費

性
別
不
問
で

月　

日

金
ま
で　

人
を
募
集
す

る

応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選

申
込
み

問
合

せ
は
同
セ
ン
タ

経
営
課

☎　

・

ま
で

　

分
団
が
競
技

消
防
操
法
大
会

　

消
防
団
員
ら
が
日
頃
の

訓
練
成
果
を
競
う
赤
穂
市

消
防
操
法
大
会
が

月　

日
日
午
前

時
か
ら
加

里
屋
の
市
防
災
セ
ン
タ

で
行
わ
れ
る

　

市
内　

個
分
団
が
出

場

実
際
に
放
水
を
行
う

水
出
し
操
法

で
動
作

の
迅
速
さ

正
確
さ
な
ど

を
競
技
す
る

　

大
会
に
先
立
ち

平
成

　

年
度
の
消
防
功
労
者
表

彰
伝
達
式
も
行
う

表
彰

さ
れ
る
の
は
次
の
み
な
さ

ん

敬
称
略

　

消
防
庁
長
官
表
彰

　

▽
永
年
勤
続
功
労
章

平
尾
一
男
第　

分
団
長

岩
崎
宏

第　

分
団
長

　

日
本
消
防
協
会
長
表

彰
　

▽
功
績
章

本
田
守
弘

第　

分
団
長

▽
精
績

章

岩
本
先
夫

第

分

団
長

入
潮
泰
吉

第

副
分
団
長

▽
勤
続
章

山
田
昌
弘
第　

分
団
長

第

回
暗
算

検
定
試
験
合
格
者

　

▽

級

吉
田
麻
衣

揖
保
川
中

▽

級

森
本
彩
莉
尾
崎
小

西

山
愛
赤
穂
中

関
本
一

輝
城
西
小

山
本
晃
司

上
郡
中

▽
準

級

東
山
優
月
赤
穂
小

神

吉
亮
汰
城
西
小

榎
脩

登
同

後
藤
謙
太
同

山
本
英
季
赤
穂
小

山
下
三
穂
塩
屋
小

▽

級

千

亮
子

赤
穂
小

竹
一
穂
香

尾
崎
小

大
西
真
帆

神
部
小

松
本
拓
也

同

上
原
美
紗
同

林
寿
紀
城
西
小

髙
瀬

七
月
赤
穂
小

高
松
菜

月
城
西
小

真
殿
花
恋

塩
屋
小

網
家
奈
美
希

赤
穂
小

中
田
帆
風

城
西
小

田
結
菜

同赤
穂
少
女
バ
レ

第　

回
新
人
戦

　

Ａ
ク
ラ
ス

　

▽
準
決
勝

赤
穂
Ａ

－

塩
屋
Ａ

城
西
Ａ

－

尾
崎
Ａ
▽
決
勝

赤
穂

Ａ

－

城
西
Ａ

　

Ｂ
ク
ラ
ス

　

▽
決
勝

御
崎
Ｂ

－

高
雄
Ｃ

匂
い
が
し
ま
す

　

村
で
は

暗
く
な

て

か
ら
女
の
子
が
出
歩
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん

女
の

子
が
好
き
な
男
の
子
に
会

い
た
い
と
き
は
前
も

て

会
い
に
き
て

と
言

て
お
く
そ
う
で
す

そ
れ

で
も
や

ぱ
り

会
い
に

来
た
と
き
の
口
実
は

教

科
書

て

笑

ち

い
ま
し
た

　

学
校
の
体
育
館
で
行
わ

れ
た
ク
ラ
ス
対
抗
の
バ
ス

ケ

ト
の
試
合
を
の
ぞ
き

に
行
く
と
き
も
恋
す
る
女

の
子
た
ち
が
私
の
と
こ
ろ

に
き
て

一
緒
に
行
こ

う

と
言
い
ま
す

　

生
徒
だ
け
で
行
く
と

先
生
が
入

ち

だ
め

て
い
う
か
ら

時
に
寛

子
お
ね
え
さ
ん
は
都
合
よ

く
使
わ
れ
て
い
ま
す

　

で
も

い
い
ん
で
す

好
き
な
男
の
子
の
姿
な

ど

そ
う
ま
で
し
て
で
も

見
た
い
も
の

自
分
に
も

そ
う
い
う
こ
と
が
あ

た

よ
う
な

　

キ
ル
ギ
ス
の
女
の
子
も

恥
ず
か
し
そ
う
に
キ

キ

言
い
な
が
ら
つ
い

て
き
て
か
わ
い
か

た

な

思
い
が
伝
わ
る
と

い
い
ね

写
真
は
バ
ス

停
で
恋
愛
ト

ク
中
の
生

徒
た
ち

　
　
  
＊　

＊　

＊

　

▽
伊
藤
寛
子
さ
ん

赤

穂
西
中
学
校
出
身
の　

歳

国
際
協
力
機
構

Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ

の
青
年
海
外
協

力
隊
員
と
し
て
平
成　

年

月
ま
で
中
央
ア
ジ
ア
・

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に

年

間
の
単
身
赴
任
中

ジ

ジ

キ
ル
ギ
ス
語
で

ひ
よ
こ

は
現
地
で
の
ニ

ク
ネ

ム

第　

回
う
き
う
き
な
春

　

日
本
の
新
緑
は
い
か
が

で
す
か

キ
ル
ギ
ス
も

春

日
中
気
温
が　

度
近

く
ま
で
上
が
る
こ
と
も
あ

り

夏
も
間
近
で
す

緑

が
鮮
や
か
に
輝
く
中

村

の
生
徒
た
ち
に
と

て
は

恋
の
季
節

の
よ
う
で

す
　

最
近

ス
テ
イ
先
の　

歳
の
息
子
の
帰
り
が
遅
い

で
す

ク
ラ
ス
の
友
達
と

一
緒
に
女
の
子
に
会
い
に

行

て
い
る
そ
う
な

　

女
の
子
の
両
親
に
怒
ら

れ
な
い
た
め
の
方
法
は
こ

う
で
す

相
手
の
家
に
行

き

教
科
書
を
借
り
に

来
た

と
い
う
口
実
で
呼

び
出
し
て
も
ら
い

家
の

外
で
お
し

べ
り
を
す

る

な
ん
だ
か
懐
か
し
い

　   寛子　　　　 寛子の  
キルギス日記
ジュジュジュジュ　   寛子の
キルギス日記
ジュジュ
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